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農林水産省 農村振興局



●● 農林水産省では、平成１８年度、農林水産省では、平成１８年度、農地・水・環境保全向農地・水・環境保全向

上対策の上対策の本格的な着手に先駆けて、全国約６００の地域本格的な着手に先駆けて、全国約６００の地域

で、実験的なで、実験的な取組に対する取組に対する支援支援（実験事業）を行います。（実験事業）を行います。

●● このこの実験事業を行うに当たっては、それぞれの地域毎に、実験事業を行うに当たっては、それぞれの地域毎に、

農地・農業用水等の資源や農村環境の保全とその質の向農地・農業用水等の資源や農村環境の保全とその質の向

上を、どのように行っていくかを書き記した「活動計上を、どのように行っていくかを書き記した「活動計

画」を作る必要があります。画」を作る必要があります。

●● このパンフレットは、このパンフレットは、いくつかの地域で取り組まれていいくつかの地域で取り組まれてい

る活動計画づくりをモデル的に紹介る活動計画づくりをモデル的に紹介したものです。したものです。

●● 全国各地の全国各地の皆さんが皆さんが、「地域のための」、「夢のあ、「地域のための」、「夢のあ

る」活動計画づくりる」活動計画づくりに取り組んでいただくに取り組んでいただくよう、ご活用よう、ご活用

ください。ください。

は じ め に

注）このパンフレットで紹介する内容は、計画づくりの段階のものを含むため、実際の活動とは異なる場合があります。
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平平 都都

大大 小小

田地帯／畑地帯

中山間農業／平地農業
／都市近郊農業

１００ｈａ以上／１００ｈａ未満
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凡 例

テーマ：ミズアオイミズアオイの保全と住民参加の維持管理

テーマ：水土里ネット水土里ネットが資源の保全を橋渡し

テーマ：都市近郊都市近郊の農地と水路を活用した花づくり、人づくり
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テーマ：堀堀を守る。地域の歴史歴史を守る

テーマ：集落集落をまたぐ連携連携が地域を結ぶ

テーマ：竹やホタルの原風景を取り戻す
～「住吉池行苦楽分」（青壮年団青壮年団）の活躍～
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テーマ：「斜里岳の麓」コスモスロードコスモスロードで地域づくり

テーマ：集落総出。知恵と工夫知恵と工夫のむらづくり
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（北海道斜里郡清里町清里地区）

昭和初期昭和初期 農業者個々に造成した耕地防風林農業者個々に造成した耕地防風林

昭和昭和4040年代年代 国営事業による穀倉地帯への大転換国営事業による穀倉地帯への大転換

昭和昭和6262年年 環境教育の場として耕地防風林利用環境教育の場として耕地防風林利用

平成平成 22年年 美しい農村景観の意識の芽生え美しい農村景観の意識の芽生え
ニュージーランドモトエカ町との交流ニュージーランドモトエカ町との交流

平成平成 44年年 農村景観農村景観100100選に選ばれる選に選ばれる

平成平成 55年年 景観意識の高まり景観意識の高まり 上斜里上斜里フラワーロードフラワーロード推進推進協議会の取組が始まる協議会の取組が始まる

平成平成 88年年 景観意識の広がり景観意識の広がり 自治会花壇コンクールの創設自治会花壇コンクールの創設（住民の発案）（住民の発案）

平成平成1313年年 行政と町民の共同による行政と町民の共同による花と交流のまちづくり委員会設立花と交流のまちづくり委員会設立

平成平成1515年年 全国花のまちづくりコンクール農林水産大臣賞受賞全国花のまちづくりコンクール農林水産大臣賞受賞

平成平成1717年年 資源保全実態調査事業資源保全実態調査事業

３自治会、フラワーロード推進協議会、排水路組合の３自治会、フラワーロード推進協議会、排水路組合の代表者代表者を中心とする懇談会の開催を中心とする懇談会の開催

知床世界自然遺産への玄関口－斜里岳の麓に位置する清里地区では、広大な土地と豊かな自然の

もと、土地利用型の大規模畑作農業が展開されています。

地区では数人の農業者が独自に始めた幹線道路沿いの農地にコスモスを植栽する活動（上斜里フラ

ワーロード推進協議会）が、現在では、「フラワーロード」として親しまれ、ガーデンコンテスト等を開催す

る「花と緑と交流のまちづくり」が町のスローガンとなるなど、町民全体の景観に対する意識の高い取組

へと発展しつつあります。

一方で、美しい農村景観の基礎となる農地、農業用排水路、農道などの資源は、農業者が共同で手

入れをしていますが、経営面積が数十haにおよぶ本地区では、これらの資源の保全活動が困難となっ

ています。

今回、資源保全の実態調査を契機に、自治会、学校、農業団体などが参画する懇談会を立ち上げ、

「地域資源の再確認」、「管理のあり方や各組織、各農業者、地域住民の役割」について検討を進めて

おり、「花と緑」を基調とする町づくりの輪を広げ、活動を充実させようとしています。

かつて、数人の農業者が、道路沿いの農地に植えたコスモスが始まりだった。

地道な活動の継続が、やがて、町民との共同、自治体との連携に発展する。

さらに、資源保全の調査と計画づくりを契機として、

「広大な農地を“花と緑”の農村空間に彩る！」

を合言葉に地域の話し合いが進められている。

あらまし

ほ っ か い ど う し ゃ り ぐ ん き よ さ と ち ょ う き よ さ と ち く

排水路

防風林

農
道

防鹿柵

学
校

協定範囲協定範囲

コスモスロード
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地域リーダーの声
フラワーロードは、各農家の農地にコスモスを植えているので、農作業
のじゃまになったり、コスモス周りの雑草取りなど手間がかかるため、活
動開始から２、３年でやめようと思ったこともあったが、活動は末永く続け
ていくことが必要と考え活動を続けてきた。永く続けるためには、肩に力
を入れないで、楽しみながら楽に続けられる工夫が必要。
また、花だけではなく、町全体を美しくしていく発想も大切だと思う。た
とえば道路法面の雑草、伸び放題では見苦しい。これら草刈りを地域の
力で手がけていきたい。

活動計画の特徴

平地農業立地条件畑地帯農地区分７８２ha農用地面積営農集団地区設定

きめ細かな雑草対策学校教育との連携した防風林
遊歩道周辺の整備

維持･保全
管理活動

維持保全･景観
形成活動

維持･保全
管理活動

景観形成･
生活環境活動

景観形成･
啓発普及活動

景観形成活動

コスモスの植栽や花壇整備による景観創出

会長の佐藤昇さん

【生産資源の向上】

・除草剤を使用しない
きめ細かな雑草対策

【環境資源の向上】

・コスモス植栽による
景観創出

・農村景観の保全のた
めの啓発・普及活動

【基礎的活動】

・排水路の保全管理

【組織･体制づくり】

・自治会、フラワー
ロード協議会、排水
路組合を核に地域連
携を強化

生産資源
の向上

環境資源
の向上

基礎的活動

＋1

＋2

＋3

3テーマに取組2テーマに取組1テーマに取組環境資源の向上

8割以上の実践6割以上の実践3割以上の実践生産資源の向上

――指針の全てを実施基礎的活動

＋3＋2＋1

清里地区の活動体制
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廃材を有効活用した蓋掛け
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（秋田県雄勝郡羽後町嶋田新田地区）

昭和４１年

（ほ場整備事業の要望）

昭和４３～４５年

（第一次構造改善事業の実施）

昭和５２年

（農地防災事業の要望）

平成２年

（排水機場の完成）

平成１１年

平成１２年

（減農薬・減化学肥料栽培の取組）

平成１７年

度重なる未曾有の水害により、ほ場整備の機運が一気に盛り上がる

土地改良区の創設、嶋田第二営農集団の結成

ほ場整備事業を実施するが水害の解消には至らず、引き続き集落で話し合い

水害と共に生きてきた集落の念願が叶う

流雪溝用水は地下水を利用していたが、

揚水費用軽減について集落で話し合われ

頭首工用水の利用へ転換

通水阻害防止のため集落総出で

水路蓋掛けの共同作業が始まる

特別栽培米”あきたこまち”の取組について話し合い

資源保全実態調査事業

今もなお地区のほとんどを農業者が占める純農村地域。

水害が多く島のように取り残されたことから「嶋田」の名が付いたとも言われる。

集落の知恵と工夫と汗の積み重ねが、地域のきずなを深めてきた。

さあ次は何にチャレンジしようか。

あらまし

あ き た け ん お が ち ぐ ん う ご ま ち し ま だ し ん で ん ち く

雄物川、西馬音内川、新町川の３川が合流する嶋田新田地区では、近年、水田農業経営確立対策を契機

とした大豆と、町の重点作物８品目（トマト、スイカ他）の作付けが増加し、土地利用型の営農活動と認定農業

者を中心とした担い手の育成が進められています。

地区は、農用地面積は９３ｈａ、総戸数５８戸うち農家戸数５０戸（担い手戸数１６戸）の純農村型地区です。

元来の湿潤地で農地排水が地域の課題であり、基盤整備事業の実施と排水機場の設置に加え、地域共

同作業によるさまざまな知恵と工夫によって、今日まで地域の資源が支えられてきました。

平成１７年には共同敷地の外周１３６ｍの法面浸食による土砂流入から水田を守るため、町道改良工事な

どで不要となった側溝を譲り受け、約１年２ヶ月の歳月をかけた地域住民による直営施工で法面保護工の完

成に至りました。

また、耕畜連携により堆肥の供給体制を作り、本地区を中核として減農薬・減化学肥料の米作りを進め、特

別栽培米の「あきたこまち」を出荷している。

地域の発想によるこうした取組は、コストの軽減はもちろんのこと、地域住民の親近感や信頼関係を深め、

次なる地域作りのアイデアへと発展していきます。

地域でできることは行政に頼らず地域の力で解決する―資源保全を素材とする地域振興の原点がここに

はあります。
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自治会 組（７組織）

水土里ネット
羽後

嶋田営農集団

農業者

婦人会
子供会

消防団

流雪溝係

祭事係

計画策定、農村公園や
流雪溝の管理

配水操作、農地･農業用
施設の洪水後の巡回点検
環境保全型農業への取組

機能診断等技術的
アドバイス

農村公園の花壇管理
動植物の調査学習

防火用水としての
巡回点検

嶋田新田地区の活動体制

共同活動と
役割分担

地域リーダーの声

「自分たちの手で工事することで親近感や愛着がわき、住民
同士で地域づくりを進めようという思いも強くなる。今後も地域
づくりのアイデアを考えていきたい」（H17.6.11秋田魁新報）
「行政で整備してもらうとなれば相当の費用がかかるが、住民
同士でアイデアや労力を出し合えばお金をかけずにやれるし
交流も深まる。大切なのは自分たちの住む場所をさらに良くし
ようとする気持ち」（H17.12.5秋田魁新報）代表の藤原登代治さん

活動計画の特徴

中間農業立地条件田地帯農地区分９３ha農用地面積集落単位地区設定

【生産資源の向上】

・資材の再利用による

水路の雪詰まりを防
ぐ蓋かけと撤去

【環境資源の向上】

・花壇整備

・水路の生きもの調
査・水質調査

【基礎的活動】

・農業者総出による水
路の保全管理や道普
請の実施

【組織･体制づくり】

・自治会、水土里ネッ
ト、消防団、子供会
などが連携

生産資源
の向上

環境資源
の向上

基礎的活動

＋1

＋2

＋3

3テーマに取組2テーマに取組1テーマに取組環境資源の向上

８割以上の実践6割以上の実践3割以上の実践生産資源の向上

――指針の全てを実施基礎的活動

＋3＋2＋1

主に共同活動の
基礎部分

特別栽培米など
への取組



あゆみ
昭和４８～５２年 県営ほ場整備事業

昭和６２～平成２年 団体営土地改良総合整備事業

平成８～６年 県営担い手育成基盤整備事業土地総合型

平成１６年 土地改良区を中心に３集落の代表者に資源保全の調査を呼びかけ

平成１７年３月 三大字水系地域農村の維持管理事業調査

５月 水稲等の特別栽培状況調査（ＪＡふたば農業協同組合）

１０月 資源保全に関する説明会（水土里ネット請戸川）

平成１８年１月 資源保全隊設立準備委員会（委員は行政区長）

請戸川土地改良区総代会

２月 三大字地区資源保全会設立委員会

７

（福島県双葉郡浪江町三大字地区）

みんなで植栽 遊休農地の発生防止

積雪も少なく温暖な気候に恵まれる三大字地区は比較的平坦な水田地帯で、水系単位で連なった

苅宿、酒田、西台の３つの行政区からなり、３８３戸のうち非農家が３０１戸（約８割）を占め、混住化が急

速に進みつつあります。

酒田行政区では年４回、行政区全員参加による県道・町道・県立浪江高等学校が建つ沿線の水路の

堀払いと草刈り・清掃活動が実施されています。三大字水利維持管理組合では、堰から取水する農業

用水を鮭の稚魚の水槽水にも利用できるよう水質の保全に努めています。老人会や婦人会では、町の

花コスモスをロードレースの舞台になる農道の沿線に植栽しています。

地域では、これらの活動を核としながら、農地や水を大切にする意識を住民全体で共有し、地域共同

の保全活動の体制をさらに発展させようと奮闘しています。

かつての純農村にも混住化が進む。

農業用水や農道を素材とし、農業者と地域住民が協力しあう活動を核に

地域の資源を守り、そして鮭を育てるむらづくりが始まっている。

あらまし

地域の力で鮭を育てる

鮭の稚魚鮭の稚魚

ふ く し ま け ん ふ た ば ぐ ん な み え ま ち さ ん お お あ ざ ち く



８

中間農業立地条件田地帯農地区分１３８ha農用地面積水系単位地区設定

三
大
字
水
利

維
持
管
理
組
合

道路・排水路管理 用水路管理

泉田川
漁業組合

請戸川土地改良区
浪江町

西台行政区

酒田行政区

苅宿行政区

行政区主体 農事組合主体

苅宿農事組合

酒田農事組合

西台農事組合

一体的な集落管理

婦人会

育成会

老人会

行政区

三大字地区の活動体制

道路点検清掃 等

道路植栽
公園清掃
動植物調査 等

補修点検、計画 等

水路清掃
草刈り処理 等

鮭育成

耕作放棄調査 等
農業委員会

水路点検清掃
水路草刈補修 等

エコファーマー 等

JAふたば

地域リーダーの声
三大字地区の農道・水路は、水田営農が多難なときでも何とか今日まで汗を流して維

持管理してきました。農道の清掃や生活雑排水の放流による水質管理について非農家

さんとともに協議を重ねた結果、施設補修に課題が見つかりました。

これまでの農村整備事業などで得た知識で、水路・農道の機能とその維持の大切さを

伝え、地域に住む皆さんの宝として再認識してもらう絶好のチャンスだと考えています。

活動計画の特徴

【生産資源の向上】

・水路の機能診断に
基づく簡易な補修

【環境資源の向上】

・水路への魚の放流

・水質の保全

・農道周辺景観の保全

【基礎的活動】

・水路の泥上げや遊休
農地発生防止のため
の保全管理

【組織･体制づくり】

・行政区、農事組合、
水利組合の連携

・漁業組合も水路保全
活動に参加

生産資源
の向上

環境資源
の向上

基礎的活動

＋1

＋2

＋3

3テーマに取組2テーマに取組1テーマに取組環境資源の向上

8割以上の実践6割以上の実践3割以上の実践生産資源の向上

――指針の全てを実施基礎的活動

＋3＋2＋1



あゆみ

９

（群馬県みどり市吹上地区）

遊休農地へのひまわりの播種 地域住民全体による農地の手入れ

畑作が主体の吹上地区では、第一次構造改善事業や土地改良総合整備事業により面整備や用水施

設（パイプライン）、排水施設（開水路）の整備が進められてきましたが、近年、農業者の高齢化により、地

区内にも遊休化する農地が点在するようになってきました。

一方で、混住化も急速に進行し、農業者と地域住民の意識の異なりや宅地の増加による生活環境の変

化が、農地や水路等の資源の保全を困難にしはじめていました。

平成のはじめに、一部の遊休農地を利用したひまわりの作付けが始められました。開始当初、地域住民

の参加は、当時発足した「上鹿田むらづくり推進協議会」の役員の知人等１０戸程度でしたが、ひまわりの

花が一面に咲いたことにより周囲の住民の関心が徐々に高まり、現在では１００戸を超える地区住民全体

に活動の輪が広がっています。

ひまわり畑をきっかけに水路や農道の保全活動にも広がりを見せる地域住民参加の取組を、資源保全

の調査や実験事業の実施をバネにして、さらに定着・向上させていこうと、話し合いが進められています。

荒れた農地をひまわり畑に変える。

土に触れ、地域の環境をよりよいものにする喜びを地域住民が感じ始めている。

農村の資源は、農業者のものであって、農業者だけのものではない。

地域の活動が定着するよう、新たな対策を活用したい。

あらまし

ぐ ん ま け ん み ど り し ふ き あ げ ち く

昭和６０～平成２年 県単独むらづくり事業

昭和６３～平成３年度 土地改良総合整備事業実施

平成 元年 「上鹿田むらづくり推進協議会」を設立
農業者と地域住民の交流をして連帯感を深める

平成 ８年～ 遊休農地を利用したひまわりの作付けを始める
混住化の進行と農業者の高齢化に伴い遊休農地が発生
地域住民の農業に対する理解を深めるための共同作業

平成１７年 資源保全実態調査事業



農業者

１０

吹上集落むらづくり
推進協議会

吹上区自治会 老人クラブ

仲良し会 農業委員

ゆとりの会
農村女性
ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ

市役所

ＪＡ
農業指導
センター

水土里ﾈｯﾄ
大間々用水

指
導
協
力

指
導
協
力

指
導
協
力

指
導
協
力

吹上地区の活動体制

地域リーダーの声

活動自体が作業ボランティアであるので、参加を強制することはできない。また、
強制では長続きがしない。このことから、将来の課題として構成員の増員を考えて
いるが、参画組織が多様化した場合、吹上集落むらづくり推進協議会自体の統
制が取れなくなる恐れがあります。
協議会が大きくなることで、運営が難しくなり、続かなくなるのではないか、という
不安や、広く声をかけられないというジレンマがありますが、この活動の意義と楽し
さを、もっと他の人にも伝えていきたい、もっとたくさんの人に参加して欲しいと思
います。

上鹿田むらづくり推進協議会会長
今井一男さん

平地農業立地条件畑地帯農地区分２６ha農用地面積集落単位地区設定

活動計画の特徴

【生産資源の向上】

・農道の簡易な補修

・洪水後の見回り

【環境資源の向上】

・遊休農地を利用した
景観作物（ひまわ
り・菜の花）の栽培

・農道周辺景観の保全

【基礎的活動】

・遊休農地の発生防止

・排水路の泥上げ、農
道の整地

【組織･体制づくり】

・市役所、ＪＡ、農業
指導センターなどに
よる勉強会

・吹上集落むらづくり
推進協議会

生産資源
の向上

環境資源
の向上

基礎的活動

＋1

＋2

＋3

3テーマに取組2テーマに取組1テーマに取組環境資源の向上

8割以上の実践6割以上の実践3割以上の実践生産資源の向上

――指針の全てを実施基礎的活動

＋3＋2＋1



あゆみ
昭和５９～６３年 団体営土地改良総合整備事業

地区内の区画整理が進む

平成 ８年～ 有志による希少動植物の保全活動開始

平成１３年～ 県営中山間総合整備事業
ため池の改修計画

平成１４年 備中原環境保存会の設立

平成１４年～ 希少動植物の引っ越し活動と直営施工での周辺環境整備

平成１７年 資源保全実態調査事業

１１

（長野県下伊那郡阿智村備中原地区）

ため池工事によるカラスガイの引っ越し活動 遊歩道の整備に向けた伐採木の搬出作業

あらまし

農業の生命線である「ため池」が

地域のくらしを守り、ゆたかな自然環境を育んできた。

施設の整備を契機として、新たな地域共同活動が芽を出している。

ため池が地域の宝もの。これからも守る。地域で守る。

な が の け ん し も い な ぐ ん あ ち む ら び っ ち ゅ う ば ら ち く

周辺を山と河川に囲まれている備中原地区では、水田の約４分の３が区画整理され、米を中心とした野

菜と花卉の複合経営が営まれています。

地域内には、明治時代に築造されたため池があり、農業用水のほか防火用水、子供たちの遊び場とし

ても利用され、地域住民も含めた地域全体で保全管理が行われてきています。

近年、ため池を中心とした農村公園の整備が進められたことを契機に、ため池周辺で確認されている希

少動植物の保全活動が始まり、平成１４年のため池改修工事の際には、新たに設立された環境保存会が

中心となり、カラスガイやセキショウなど希少動植物の引っ越し活動を実施しました。

地域では、環境に配慮した農村公園として、ため池と新たに整備された石積水路の管理や、野鳥観察

小屋、遊歩道等の整備を行い、貴重な財産として守り継いでいくこととしています。

また、環境保存会と小学校との連携により、ため池を中心とした環境保全活動も展開されており、今後

は新たな対策も活用し、青年会、高齢者クラブなどへも活動の輪を広げ、定着させたいと考えています。



１２

備中原地区の活動体制

中間農村立地条件田畑地帯農地区分３３ha農用地面積集落単位地区設定

活動計画の特徴

3テーマに取組2テーマに取組1テーマに取組環境資源の向上

8割以上の実践6割以上の実践3割以上の実践生産資源の向上

――指針の全てを実施基礎的活動

＋3＋2＋1

【生産資源の向上】

・ため池の診断に基
づく補修や周辺水
路の目地補修

【環境資源の向上】

・ため池周辺の自然環境
保全活動の啓発・普及

・希少動植物の勉強会や
自然観察会の実施

【基礎的活動】

・ため池や水路の土砂
上げ・草刈り

【組織･体制づくり】

・自治会、水利組合と
環境保存会が連携

・学校、青年会、高齢
者クラブなども参加

生産資源
の向上

環境資源
の向上

基礎的活動

＋1

＋2

＋3

備中原区
（自治会）

恩田井水
水利組合

備中原
環境保存会

小学校

丸備会
（青年会）

高齢者クラブ

自治会と水利組合を中心に、
用排水路の通常の草刈りや
土砂上げは地域全体で実施

保全管理活動

ため池を中心に、希少動植
物の引っ越し活動や周辺環
境整備等を実施

環境保全活動

今後連携した
活動を計画



あゆみ

昭和３３年 ほ場整備事業完了

昭和４５年 かん排事業完了

平成１２年 地域用水機能増進事業実施

「亀田郷地域用水対策協議会」設立

平成１３年 「大形地区地域用水対策協議会」設立

平成１５年 維持管理について考える
ワークショップ開催

平成１６年 排水路で県絶滅危惧種Ⅱ類

「ミズアオイ」発見

平成１７年 資源保全実態調査

ミズアオイの具体的な保全活動を実施

ミズアオイの植生に配慮した泥上げ

１３

（新潟県新潟市海老ヶ瀬地区）

ほ場整備事業の完了

団体営地域用水機能増進事業

あらまし

ほ場整備やかんがい排水事業により、基盤が整備された後、

地域住民と一体となって水の機能の多様化を図る協議会が設立された。

ハードからソフトへ。

水路に咲く希少植物の保全を活動の軸に、地域づくりの階段を一段上る。

海老ヶ瀬地区は、新潟市の中心部から北東へ約10kmの阿賀野川左岸に位置し、国道８号線バイパス

のインターチェンジに隣接する交通要所にあたることから、都市化の進行に伴う混住化が急速で、また、

農業従事者も高齢化してきています。

地区では、農道や用排水路の維持保全活動は農業者が行ってきました。

平成１２年の地域用水機能増進事業の導入を契機として、維持管理について考えるワークショップの

ほか、水路周辺の植生保護活動や水辺の生き物調査などを地域住民参加により実施しており、今後は

本対策を活用して、地区内で発見された「ミズアオイ」の保全活動や景観保全等の活動を展開し、農業

者と地域住民と共同の和を深めつつ、集落環境の保全と農業水利施設の維持に取り組み、地域の共

有の財産として農地・水・環境の資源を後世に残したいと考えています。

に い が た け ん に い が た し え び が せ ち く



１４

地域住民参加による一斉清掃施設観察会の開催

海老ヶ瀬の活動体制

都市近郊
農業立地条件田地帯農地区分３０ha農用地面積集落単位地区設定

活動計画の特徴

3テーマに取組2テーマに取組1テーマに取組環境資源の向上

8割以上の実践6割以上の実践3割以上の実践生産資源の向上

――指針の全てを実施基礎的活動

＋3＋2＋1

【生産資源の向上】

・定期的な診断によ
る水路等の長寿命
化

【環境資源の向上】

・ミズアオイの植生に
配慮した水路の保全

・観察路や看板の設置
による啓発普及

・地域用水対策協議会
が活動の核

【基礎的活動】

・水路や農道の一斉の
保全活動、定期的な
点検

【組織･体制づくり】

・水土里ネット、自治
会、農業者組合が参
画

生産資源
の向上

環境資源環境資源
の向上の向上

基礎的活動

＋1

＋2

＋3

大形地区地域用水対策協議会

海老ヶ瀬地区

亀田郷土地改良区大形出張所（事務局）

海老ヶ瀬農家組合各構成員 海老ヶ瀬自治会

補導部

やまびこクラブ
（婦人会）

寿老会（老人会）

各構成員

津島屋農家組合 津島屋自治会

中興野農家組合 中興野自治会

一日市農家組合 一日市自治会



あゆみ

昭和５９～平成１０年 県営ほ場整備事業
遊休農地の発生防止や土地利用率の向上を図る

平成１３年 「水土里ネットえな」発足
ほ場整備も完了し施設の維持管理効率化

のため３つの土地改良区が合併

「西用排水管理組合」設立
洪水対策及び防火用水等の面から集落全体で施設を管理

平成１５年 「水土里ネットえなサポート隊」発足
改良区で技術サポーターを募集・登録したサポーターの支援を
受けつつ、集落から出役して簡易な工事を実施

平成１７年 資源保全実態調査事業

１５

（岐阜県恵那市佐々良木西地区）

農業者・地域住民による泥上げ

市域の約８割を山林が占める恵那市の西部に位置する佐々良木西地区は、県営ほ場整備事業（平成

10年完了）により完成した整備田が整然と並び、遠くに雄大な中央アルプス、御嶽山を望むことができる

土岐川（庄内川）支流の佐々良木川南部の地域です。

従来から、水稲の生産調整や共同防除は西組営農組合が中心になり実施されていましたが、ほ場整

備事業の完了を期に「西用排水管理組合」が設立され、地域住民も参加した地域ぐるみの排水路、農

道管理といった保全活動が行われるようになりました。

平成15年4月には、「水土里ネットえな」が、土地改良区域内の農道、水路の小規模修繕を支援する

「水土里ネットえなサポート隊」を発足させました。

「水土里ネットえなサポート隊」は、区域内の施設の補修工事を行うため重機の登録を持った人などを

あらかじめ登録し、集落が出役して共同作業をおこなう際にサポーターを派遣して、簡易な農作業を効

率的に行っています。(平成17年12月末現在サポーター登録者35人)

施設や農地法面の簡易な補修には小型重機の作業が欠かせない。

地域ぐるみの共同作業に、

専門の資格を持ったサポート隊が駆けつける。

効果的で効率的な資源の保全体制を、水土里ネットが橋渡しする。

あらまし

ぎ ふ け ん え な し さ さ ら ぎ に し ち く



１６

地域住民農業者

西用排水管理組合

営農組合

土地持ち
非農家

水
土
里
ネ
ッ
ト
え
な
サ
ポ
ー
ト
隊

土地改良区
が募集

集
落
内
の
補
修
工
事
の
時
に

集
落
に
サ
ポ
ー
タ
ー
を
派
遣

少しでも早く
安価に補修

佐々良木西地区の活動体制

中間農業立地条件田地帯農地区分３８ha農用地面積水系単位地区設定

「水土里ネットえなサポート隊」の
メンバーの資格

・土木施工管理技士
・地山の掘削主任技術者（ﾊﾞｯｸﾎｳ等）
・玉掛技能講習修了者
・車両系建設機械運転技能講習

（整地運搬／用機械）修了者
・小型移動式クレーン技能講習修了者
・不整地運搬車運転技能修了者
・大型自動車免許
・測量士、測量士補
・その他理事長が認めるもの

水土里ネットえなサポート隊のパンフレット

水
土
里
ネ
ッ
ト
え
な

募集

登録

活動組織

3テーマに取組2テーマに取組1テーマに取組環境資源の向上

8割以上の実践6割以上の実践3割以上の実践生産資源の向上

――指針の全てを実施基礎的活動

＋3＋2＋1

【生産資源の向上】

・施設の機能診断に
よりきめ細かく補
修。サポート隊に
出動を依頼。

【環境資源の向上】

・「アルプスとふるさ
との見える散歩道」
として、水の保全や
定期的な清掃、景観
形成に力を入れる。

【基礎的活動】

・水路や農道の保全に
地域住民も参加。

【組織･体制づくり】

・水土里ネットが橋渡
しするサポート隊と
集落が連携。

生産資源
の向上

環境資源
の向上

基礎的活動

＋1

＋2

＋3

活動計画の特徴



あゆみ

昭和５０年頃 雑排水やゴミによる水質等環境の悪化・混住化の進行による影響

基礎的活動への自治会の参画

・同じ実行組合・土地改良区・地域が連携

昭和５７年 農地の保全対策の取組み

・地域でのレンゲの植栽開始

昭和６３年 高槻レンゲ振興会の発足

平成 ２年 遊休農地対策の取組み

・コスモス（景観植物）の植栽

平成 ７年 国際レンゲサミットの開催

・国際レンゲサミットを当地で開催

平成１１年 地域用水機能増進事業
・水路沿いの花いっぱい運動

・チューリップフェスタの開催

平成１７年 資源保全実態調査事業 地域を彩る花植え

１７

（大阪府高槻市三箇牧地区）

三箇牧地区は大阪府高槻市の南部に位置する都市近郊型の水田地帯で、一部住宅密集地が混在してい

ます。淀川の右岸に広がる田園の風景や水田を潤す水路の流れは地域住民の暮らしや、訪問する人々と

深く関わっています。

地域の農地や農業水路は、これまで土地改良区、実行組合、農業者によって守られてきましたが、昭和５

０年頃から、都市近郊に残る貴重な地域資源の役割が再認識され、地域住民も参加した水路の清掃活動が

始まりました。以来、実行組合と水土里ネットを中心に、自治会との連携による地域住民を巻き込んだ共同の

保全管理活動が定着してきました。

さらに三箇牧地区の環境保全活動は、昭和５７年から農地の保全対策として地域で開催されているレンゲ

の里づくりの取り組みや、遊休農地へのコスモスの植栽など景観植物の植栽を通じた農地の保全･活用をめ

ざす取り組みが展開されており、レンゲ祭りやコスモスロードには毎年約３万人の訪問者があり、都市の人々

の交流の場を提供しています。また現在では、幹・支線用排水路の保全と活用をめざし、施設沿線の共同清

掃をはじめ、行政などと連携した水路沿いの花いっぱい運動や学校連携の生きもの調査やインタープリテー

ション体験（野外実習）などの保全活動にも取り組んでいます。

地区では、農地・水・環境保全向上対策の導入に向けて、農振農用地を中心に、周辺の調整区域の農地

も一体として、農業者が地域住民や様々な主体と連携した体制整備が進められようとしています。

京阪神の一大ベッドタウンに位置する都市近郊型農業地域。

土と水に触れる共同作業に、市民の参加を促してきた。

市街地に残る農空間にも、活き活きとした資源の保全活動がある。

あらまし

お お さ か ふ た か つ き し さ ん が ま き ち く



副会長

淀川右岸まちづくり水路協議会

三箇牧地区農地保全対策協議会

会計

実行委員会

三箇牧地区環境保全組織（仮称）

基礎的活動

水利施設の管理、施設操作の技術助言

活動機材準備、広報活動

会長

自治会
実行組合
土地改良区
その他

１８

三箇牧地区の活動体制

連
携

大阪府

（環境保全活動へ
の専門的助言）

高槻市

（関係機関の
総合調整）

地域リーダーの声

地域社会は、これまで農家が主体となって築いてきたが、都市化、混住化が進み、今
後は、非農家を含めて地域みんなが助け合い、農家もその一員として地域の農地を守
り育てるために、より一層頑張り、地域づくりにつなげていきたい。

都市近郊
農業立地条件田地帯農地区分１１３ha農用地面積集落単位地区設定

活動計画の特徴

【生産資源の向上】

・機能診断技能研修

・通水前に藻の除去
などを実施し、試
験通水を実施

【環境資源の向上】

・レンゲ祭りやコスモ
ス植栽など農地の保
全活用
・水路の生き物調査

・野鳥観察会などの普
及啓発活動

【基礎的活動】

・水路や農道の保全活
動など地域住民も参
加

【組織･体制づくり】

・自治会、実行組合、
水土里ネットが中心
となる環境保全組織
が活動の核

三箇牧地区

農振農用地を核とし、
周辺の調整区域の資
源も一体的に保全
（支援の対象は農振
農用地のみ）

用水路

排水路

農振農用地



あゆみ

１９

（山口県熊毛郡田布施町小行司地区）

農地の受委託ｱﾝｹｰﾄ実施

利用権設定推進事業の導入決定

協議会を設置、意向調査実施

任意団体発足、33名より経営受託

農事組合法人化(2号法人)

特定農業法人認定

集積を進め、現在では地域農地の９

割以上を集積経営

H5.7

H6.11

H8.4

H10.4

H10.9

H12.4

H17

有志による基盤整備研究開始

ほ場整備の同意書の提出

事業採択決定

土地改良区設立総会

工事着工

面工事完了

権利者会議、ほ場整備事業完了

町内３土地改良区の新設合併

H1

H5.10

H6.11

H8.1

H8.4

H12.12

H15.3

H17.4

農事組合法人土地改良区

あらまし
小行司地区は、地域全体が田布施町の飛地として北部山間に位置する農林業を中心とした典型的な

中山間地域です。

整形田は地区の１割程度にとどまり、また、かんがい用水は全て渓流水に依存する生産条件の不利性

を抱えています。地域リーダーのほとんどが60歳を超える地域ですが、ほ場整備を契機に、整備田を後

世に引き継ぐには、営農専属組織の確立による一元的農地管理が必要と判断し、設立した農事組合法

人に、農地の９割以上の集積を実現しています。

土地改良区の役員は14名、農事組合法人は7名。農事組合法人のメンバー全員が土地改良区役員を

兼ねる体制で、農地管理は法人、施設管理は土地改良区と役割分担をした上で、農地や水路の保全管

理が円滑に進められています。

農事組合法人小行司の法人メンバーの給料は学生アルバイト並ですが、ボランティア精神豊かな法人

メンバーは地域の退職組で、元職は公務員、ＪＡ、農機具屋、サラリーマン、運転手などバラエティーに

富んだ年金生活者で組織されています。農地法面の草刈りなど７名では対応できない部分は、土地持

ち非農家を臨時雇用し、ささやかながら地域の雇用対策にも貢献しています。

代表者のリーダーシップにより法人の活動が地域に根ざし、土地持ち非農家はつらい営農作業から解

放され、側面的な協力者として法人を支える体制が定着しました。

条件の厳しい中山間地域。それがゆえに人々の結束力は強い。

先祖から受け継いだ農地を守り継ぐために、

土地改良区と農事組合法人が二人三脚、活動の輪をさらに広げる。

ゆっくりと、でも着実に、地域の後継リーダーを育てたい。

や ま ぐ ち け ん く ま げ ぐ ん た ぶ せ ち ょ う こ ぎ ょ う じ ち く



２０

小行司水土里保全チーム
（仮称）

田布施土地改良区
小行司地区
運営委員会

農事組合法人
小行司

小行司婦人会
市明自治会
郷東自治会

小行司
健康グループ

里の山小行司

水土里ネット山口

県
農
林
事
務
所

町
役
場
経
済
課

オブザーバーとして参加

小行司地区の活動体制

「イチゴ祭」や「ｱｸﾞﾘﾌｪｽﾀin小行司」など
多くの交流行事を開催

中間農業立地条件田地帯農地区分２９ha農用地面積集落単位地区設定

地域リーダーの声

地域の牽引役
「農事組合法人の高齢戦士７名」

元来まとまりのある地域で、様々な活動を地域ぐるみ
で行っています。農地･水･環境保全向上対策を契機
に、ゆっくりと地域リーダーの後継者を育てることが最
大の目標です。
目標は「一集落一農場」。合言葉は「互譲互助」。

活動計画の特徴

3テーマに取組2テーマに取組1テーマに取組環境資源の向上

8割以上の実践6割以上の実践3割以上の実践生産資源の向上

――指針の全てを実施基礎的活動

＋3＋2＋1

【生産資源の向上】

・機能診断に基づく
水路法面の補強

【環境資源の向上】

・ギフチョウ（町の天
然記念物）を地域ぐ
るみで保存

・用水路への落水によ
る循環がんがい

【基礎的活動】

・水路や農道の保全に
農業者と土地持ち非
農家が連携・協力。

【組織･体制づくり】

・農事組合法人と土地
改良区が車の両輪

生産資源
の向上

環境資源
の向上

基礎的活動

＋1

＋2

＋3



あゆみ
昭和時代 クリークの整備が進む 国営かんがい排水事業

平成１４年 「大木町堀のマップを作る会」を発足
町内６つの町づくり団体（町行政も他の団体と対等な立場で参加）が発起人

平成１５年 「大木町堀のマップを作る会」を改組し、
「堀と自然を守る会」を発足

平成１７年 資源保全実態調査事業

堀干しの共同作業

２１

（福岡県三潴郡大木町前牟田東地区）

地域に張り巡らされたクリーク

前牟田東地区のある大木町は、福岡県の南西部、筑後平野のほぼ中央に位置し、町全体が標高4～5

ｍのほぼ平坦な田園地帯で、町面積の約14％を占める堀が縦横に巡る全国有数のクリーク地帯です。

筑後川・矢部川下流域の特殊な水環境を克服するために築かれた「堀」を、「堀再生活動」を通して

美しく自然豊かに未来に残すとともに、住民の郷土愛を育むことを目的とし、①堀を汚さない運動、②堀

にすむ生きものを守り育てる運動の２つを推進してきていますが、意識の啓発にとどまっている活動を住

民参加型の実践活動として定着させることが地域の目標です。

このため、全町的に堀の楽校（学習会）や、自然観察会（水質、生き物調査の実施）等の体験型の活動

を定期的に開催し、堀の現状や問題点、堀の持つ機能や将来像の共有化を図るとともに、かつて管理

作業として行われていた堀干し等の管理作業を、地域の小学生やＰＴＡ等が参加しやすいスタイルで実

施しています。

多彩なプログラムを実践する住民ワークショップなどをサポートする団体として地域の農業者集団（営農

組合）と連携する「堀と自然を守る会」を発足させました。これらを農地・水・環境保全向上対策の活動組

織の枠組みに発展させ、さらに活動を定着・向上させようと考えています。

北部九州独特の堀（クリーク）に囲まれた集落。

地域農業に欠かせない堀（クリーク）は、個性ある地域の貴重な資源。

伝統の堀干し作業を受け継いで、地域の歴史や自然を子どもたちにも伝えたい。

農業者と地域住民の連携が取組の定着の鍵を握る。

あらまし

ふ く お か け ん み ず ま ぐ ん お お き ち ょ う ま え む た ち く



２２

前牟田東地区の活動体制

・点検、機能診断、共
同作業計画の策定
・水路、道路の草刈り、
施設の補修等を実施

・堀干しなど管理作業
への参加
・自然観察会への参加

・景観形成・生活環境
保全計画の策定
・自然観察会、講演会
などの開催

農業者（営農組合） 地域住民 堀と自然を守る会

町役場

協力・連携

協力･連携

協力・連携

協力･連携
協力･連携

小学生（PTA)

参加

地域リーダーの声

現在までは、住民意識の醸成や基礎的活動への参加促進

に力を入れ活動を実施してきているが、目的の達成の為の

根本となる「堀を汚さない」という運動については意識啓発の

外の活動は特に進んでいない状況である。

今後は、一歩踏み込んで、具体的に堀を汚さない運動に

ついても活動を展開していく必要がある。
大木町まちづくりセンター

野田事務局長

平地農業立地条件田地帯農地区分２８ha農用地面積集落単位地区設定

活動計画の特徴

【生産資源の向上】

・クリークの機能診
断と簡易な補修

・洪水後の見回り

【環境資源の向上】

・堀の楽校や自然観察
会を通した啓発・普
及

【基礎的活動】

・クリークの保全・再
生に力を入れる。
「堀干し」には地域
住民も参加

【組織･体制づくり】

・営農組合と「堀と自
然を守る会」が連携

生産資源
の向上

環境資源
の向上

基礎的活動

＋1

＋2

＋3

3テーマに取組2テーマに取組1テーマに取組環境資源の向上

8割以上の実践6割以上の実践3割以上の実践生産資源の向上

――指針の全てを実施基礎的活動

＋3＋2＋1



あゆみ
昭和４２～５２年 県営ほ場整備事業

平成元年～１３年 県営排水対策特別事業
担い手づくりが進み、新たな結束感が農業者間に生まれる

平成１３年～ 基盤整備促進事業（実施中）
連担による集団転作（麦）

平成１５～１６年 ワークショップにより地域づくりを進めるうえで、
中内田農区がモデル地区となる。

・新開大神宮を核に活性化（地域住民と農業者の連携）

・地産地消（直売所の活用）
・機械利用組合（集落営農）
・景観作物（レンゲ米）
・環境美化（水路敷きに花植）

平成１７年 資源保全実態調査事業

２３

（熊本県熊本市天明中央地区）

集落内の花の植栽

勉強会

あらまし
天明中央地区は、熊本市の南西部に位置する有明海・緑川に面した水田地帯で、温暖な気候のもと、

米と施設園芸（メロン・ナス・トマト等）複合経営が盛んに営まれていますが、近年、周辺の市街化により

混住化が進んでいます。

従来から、地域全体で水路や農道などの保全活動は行われてきていましたが、農業者の高齢化や住

民の権利意識の増大に伴って、集落機能が低下し、活動の円滑な実施が年々困難になってきています。

そこで今回の施策を地域による管理の復興の絶好のチャンスとし、複数の集落にまたがる活動組織を

再編成し、水土里ネットやJAの協力を得て、農業者・地域住民の連携による管理体制を強化を図ろうと

考えています。

核となる活動は、農業用水の地域用水機能（防火用水・生活用水・ホタルの生息）の増進、水質浄化、

除草剤を使わない水路法面の草刈り等の環境保全活動を進め、地域の農漁業の共生を図る計画です。

高齢化、混住化によって年々衰える集落の力

従来の集落の枠組みを超え、複数の集落にまたがる活動の連携が必要だ。

農地・水・環境保全向上対策の活用をまたとない機会ととらえ、

資源の保全と地域の再生に挑む。

水質浄化のための炭焼き

く ま も と け ん く ま も と し て ん め い ち ゅ う お う ち く



２４

熊
本
市

協
定
、
助
言

集落・団体代表者会議参加主体

活動内容

協定範囲

水
土
里
ネ
ッ
ト

農
協 自治会

地域住民

消防団

銭塘小学校

環境に取り組む４団体

活動組織のとりまとめ
規約づくり

活動計画のとりまとめ
下部組織のとりまとめ

基
礎
的
活
動

水
路
の
点
検
、
修
繕

基
礎
的
活
動

水
路
の
点
検
、
修
繕

生
産
資
源
の
向
上

環
境
資
源
の
向
上

そ
の
他

環境保全型

農業の指導

水
の
浄
化
作
戦

子
供
の
学
習
会

植
林

美
化
運
動

そ
の
他

農区長会

天明中央地区の活動体制

平地農業立地条件田地帯農地区分２０５ha農用地面積
事業地区
単位

地区設定

地域リーダーの声
会議を呼びかけても参加が少ないので、参加者を増やすことから始めねばならない。
会合を進める中で、集落の実情に合わせた話ができる事務局職員（施策の趣旨をきち
んと理解させることのできる人）がいなければならない。特にお金に関することなので、事
務局の体制をきちんと整えねば活動できない。
単一集落での活動では効果がなく、集落を越えた連携を図る必要がある。又、集落の
中でも、生産空間、生活空間の垣根を越えて活動できるよう農区と自治会合同での組織
づくりを進めていく。
新施策は事務局さえ用意できれば、農家・集落にとって喜ばれる施策だ。

活動計画の特徴

銭塘集落農業者

内田集落農業者

奥古閑集落農業者

集落をまたいだ組織編成

【生産資源の向上】

・暗渠管の洗浄や畔
立て機械による畦
畔の保全。

・水路の簡易な修繕

【環境資源の向上】

・小学校で焼いた炭で
水質を浄化。

・上流の水源涵養林の
植林や下草刈り

・水路の防火用水とし
ての利用

【基礎的活動】

・住民参加の水路や農
地の保全活動の実施

【組織･体制づくり】

・３つの集落が連携す
る集落・団体代表者
会議を枠組の中心に



あゆみ
昭和５２～５３年 県営ほ場整備事業

平成６～１５年 地域用水環境整備事業
用水源である住吉池の整備

平成１１年 ホタルの生息が確認される
レンゲ畑の復活へ向けた取組が始まる

平成１２年 農業者、地域住民を含めた青壮年部が中心となり
「住吉池行苦楽分（すみよしいけいけくらぶ）」を発足

平成１３年 竹炭焼きを始める
荒れた孟宗竹山を整備し、水質浄化など多様な活用を見込む

平成１７年 資源保全実態調査事業

２５

（鹿児島県姶良郡姶良町住吉地区）

花壇づくり
住吉池行苦楽分 草払い部隊 住吉池行苦楽分 れんげ種まき部隊

水路の草払い

あらましあらまし

竹山に囲まれた農村地域。

農業者・地域住民を交えた青壮年「住吉池行苦楽分（すみよしいけいけくらぶ）」が、

自治会、水土里ネットと連携し、

地域の豊富な資源「竹」を活かして、農地を水を環境を、守り育む。

か ご し ま け ん あ い ら ぐ ん あ い ら ち ょ う す み よ し ち く
す み よ し い け いけくらぶ

住吉住吉地区は、鹿児島県のほぼ中央の薩摩半島と大隅半島の結束点に位置する水田を中心とした中山

間農間農業地域です。農地は区画整理と用排水路整備が行われ、水稲と野菜を中心に地域が一体となった

継続的な営農が見込まれています。

昭和４０年代、住吉池からの恵みとして集落内ではホタルが乱舞し、２００ｈａの水田では、稲と麦の緑、菜

種の黄色、レンゲのピンクと、周年の季節の移り変わりが人々を楽しませるなど自然豊かな地域でした。

平成に入り、その自然を蘇らせようと、青壮年部を中心とした「住吉池行苦楽分（いけいけくらぶ）」が結

成され、自治公民会、水土里ネットなどと連携した農地・水路・農道の保全活動に加え、竹山の整備も兼

ねて竹炭釜を造り、一般会員を募った竹炭焼き体験、竹炭を用水路に設置した水質浄化、竹酢酸を活用

した田んぼの防除による将来の減農薬栽培の可能性の模索など「竹」を活用したさまざまな活動を展開し

ています。

また、レンゲの里づくりを目指し、春先には「スミヨシ！！レンゲのサト」の鮮やかな田園アートを出現させ

ました。時期を合わせて開催した、レンゲの里のウォーキングには多くの地区内外の人々が参加しました。

かつてのホタルの住める環境の再生を目指して、県の「ホタルを育てる会」の指導を受け、ホタルの生息

域となっている水路の堆積土砂を全て除去することがないよう生態系に配慮しながら、ホタルの幼虫を小

川に放流した結果、２００～３００匹が飛び交うようになり、昨年はホタル観賞会を開きました。５、６月の週

末には竹灯ろう６０本を設置し、訪れた住民の道先を照らしました。



２６

レンゲ部会
（レンゲの里を復活）

蛍の里部会
（蛍の住む環境作り）

米つくり部会
（ブランド米作り）

竹部会
（竹山の整備と水質保全等）

池聖部会
（住吉池に関する対外的な紹介）

ゴルフ部会

維持管理部会（予定）
（土地改良施設の維持保全）

営農推進部会（予定）
（減農薬・減化学肥料の推進）

住吉池行苦楽分
農業者・地域住民含めた自治会の壮青年部

を中心としたメンバーで構成

姶
良
町
三
叉
土
地
改
良
区

住吉自治会

・・・・・

・・・・・

子供会
（レンゲ部会へ参加）

老人会
（花壇づくりに協力）

各部会の活動へ
参加を呼びかけ

呼びかけ内容
に応じて参加

土
地
改
良
施
設
等
を

活
用
し
た
部
会
活
動

に
つ
い
て
連
携
し
実
施

地域外

参加を呼びかけ
（町広報誌等を活用）

地域内

住吉地区の活動体制

地域リーダーの声
・専業農家はおらず兼業農家と非農家だけであり、行事が日曜日に限られる。
・高齢化による活動家の減少で、行動隊が一部の人に限られつつある。特に用水路、排
水路の清掃や草払い作業は今後の体制作りが急務である。
・炭窯は２年に１回作り直す必要があり、窯づくり等の後継者育成が課題。永久窯を作れ
ば後継者問題も解決できると思うが予算などの問題で困難な状況である。
・現在の活動費は、グループの米作り、炭焼きの販売金、自治会からの僅かな支援金を
当てており十分な活動ができないでいる。

中間農業立地条件田地帯農地区分４５ha農用地面積集落単位地区設定

活動計画の特徴

3テーマに取組2テーマに取組1テーマに取組環境資源の向上

8割以上の実践6割以上の実践3割以上の実践生産資源の向上

――指針の全てを実施基礎的活動

＋3＋2＋1

【生産資源の向上】

・水土里ネットと連
携した水路等のき
め細かな保全・補
修

【環境資源の向上】

・竹炭を利用した水質
浄化

・レンゲの里づくり
【組織･体制づくり】

・地域の青壮年で構成
する「住吉池行苦
楽分（いけいけく
らぶ） 」が活動の
中心

生産資源
の向上

環境資源
の向上

基礎的活動

＋1

＋2

＋3

【基礎的活動】

・水路や農地の保全
活動



あゆみ

６２～１２年 国営かんがい排水事業
地下ダムにより水源確保

平成１４年 ふれあい農園の設置
農村公園の一角に田んぼを整備し、子供たちに

歴史や農業の大切さを教える場として活用

平成１５年 グリーンベルトの植栽を始める
６月７日「緑の日」にちなんで、地域住民、建設業者、
土地改良区、農業者で一斉に土砂流出防止のための
グリーンベルトの植栽を始める。

平成１７年 資源保全実態調査事業

２７

（沖縄県宮古島市大浦地区）

グリーンベルトの植栽耕土流出を防止するグリーンベルト

あらまし
沖縄本島より西300kmに位置する宮古島大浦地区は、年平均気温21度。亜熱帯性気候の畑作地域で

す。従来、サトウキビを基幹作物としていた農業生産は、近年、地下ダムの整備によって農業用水が確

保されたため、果樹や野菜等の高収益作物の作付けが増加しています。

宮古島では、元来、地域共同の伝統が根づいており、水路や農道などの資源を守る活動への住民意

識は高いものがありました。近年、赤土の流出による排水路や農道への土砂堆積、沿岸の海洋汚染等

の問題が話題になり、大浦地区では環境保全のための行動の気運が高まりました。平成１５年６月、「緑

の日」に合わせて大浦土地改良区の呼びかけで、ほ場からの赤土流出を防止するグリーンベルトの植栽

が、地域住民の手で行なわれたのが新たな取組の始まりでした。

また、地区内の大浦公園では、近くの小学校の児童や父兄、大浦土地改良区と連携し、田んぼのない

宮古島の子どもたちに稲の植え付け、稲刈りの体験させる取組が楽しく行われています。

地域では、農地・水・環境保全向上対策の活用を通じて、共同活動や体験学習をとおした宮古島の豊

かな自然環境や農業の大切さを島の子どもたちに伝えていく取組を更に前進させようと考えています。

亜熱帯の島にあって

農地のグリーンベルトづくりが、美しい海を守る。

田んぼのない島の子どもたちにも、田植えや稲刈りの醍醐味を。

地域共同の伝統が根づく島でも、農地や水を保全する新たな取組が、

地域を育む。

お き な わ け ん み や こ じ ま し お お う ら ち く



２８

水土里ネット
ＪＡ 自治会

婦人会

農業者

消防団

建設業者

ふれあい農園（田植え体験）

大浦地区の活動体制

こども達による草取り作業

活動計画の特徴

都市近郊
農業立地条件畑地帯農地区分68ha農用地面積事業地区

単位地区設定

3テーマに取組2テーマに取組1テーマに取組環境資源の向上

8割以上の実践6割以上の実践3割以上の実践生産資源の向上

――指針の全てを実施基礎的活動

＋3＋2＋1

【生産資源の向上】

・機能診断に基づく
簡易な補修や管理
活動

【環境資源の向上】

・赤土流出防止のため
のｸﾞﾘｰﾝﾍﾞﾙﾄの植栽
・沈砂池の土砂上げ
・学校と連携した田ん
ぼの体験学習

【基礎的活動】

・防風林の下草刈り

【組織･体制づくり】

・水土里ネット、ＪＡ、
自治会などが地域の
農業者と連携 生産資源

の向上
環境資源
の向上

基礎的活動

＋1

＋2

＋3



２９

まだまだありますまだまだあります
トライアングル「水土里ネットワーク」

大原地区では、三千院や寂光院などの歴

史・文化資源や豊かな自然環境と調和した

田園風景を残すため、「農」資源を活用した

観光農村づくりを進めている。

三つの組織の特色ある活動を農地・水・環

境保全向上対策とリンクさせながら、「農」資

源と農村環境が融合した大原の里づくりを

目指す。

ＮＰＯの「京都大原里づくり協会」は、花

いっぱい運動やゴミ拾い、カントリーウォーク

の整備、地域資源の案内看板設置などに取

り組んでいる。
カントリーウォークの整備状況

（京都府京都市大原地区）

集落営農の組織化と連動した保全活動

ほ場整備事業の際に設立した「井上担い

手むらづくり協議会」を中心となり、活動を積

極的に展開。平成15年度には営農組合や

営農機械利用組合が相次いで設立。

協議会は各組織のまとめ役であり、 「地区

民みんなが担い手」との考えのもと、各種組

織をまとめ、自治会、土地改良区と一体と

なって集落営農、環境保全、文化活動を

行っている。集落営農部会による共同作業

（大分県豊後大野市井上地区）

集落座談会で元気の出る地域づくり
県・村・土地改良区・JAの４者と集落による集落座談会が

月一回の定例会として開かれ、営農の課題や地域の環境

問題など、集落の将来について話し合っている。

生態系や景観の保全活動にも力を入れているほか、都

市と農村との交流を図って、東京のＮＰＯとの相互連携に

取り組んでいる。

地域リーダーの声

座談会の内容を整理し、全戸に配布して、情報の共有化

を図っている。これによりスムーズな話し合いができ、地域

の強いまとまりができている。
子供達も参加しているワークショップ

（山形県戸沢村野口地区）

大原農業クラブ

京 都 大 原
里づくり協会

京 都 大 原
土地改良区

農村環境
整備・保全

農業生産振興観光農村振興

行 政 農 協 コンサル

大原地域農業・農村活性化協議会

きょうとふきょうとしおおはらちく

おおいたけんぶんごおおのしいのうえちく

やまがたけんとざわむらのぐちちく

さんぜんいん じゃっこういん
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地域の夢地域の夢

活性化協議会により地域振興を図る

農業の活性化のため、みかんのオーナー制度部会、

ＪＡ、土地改良区等で地域活性化協議会を設立。

遊休農地を利用した景観植物の植栽による都市交

流を春と秋に実施。また、子ども達と一緒に法面の石

垣に花を植える活動も復活させたいと意気込む。

地域リーダーの声

私らは、年をとった。後継者がいないのも我々のせ

いでもある。しかし、私たちは、この地域のよいところ

も知っている。私たちは、地域の農業を活性化させよ

うと組織を作った。なんとかして、子どもや孫に伝えて

いきたい。

夢のある地域づくりを目指して

このパンフレットで紹介した各地の取組は、全国の集落で取り組
まれている活動のほんの一部に過ぎません。地域の実態にあった工
夫は、その地域によって多種多様です。

今、集落の資源を守り育てていくための新しい施策が始まろうと
しています。この機会に「地域の夢」を見つめ直してみませんか？

次は、あなたの集落の番です！

空石積みの水兼農道

（神奈川県小田原市早川地区）

鳥獣害防止柵の共同管理

担い手への農地集積が進む一方、農業者

戸数の減少、農業従事者の高齢化等により、

生産資源の保全管理体制が弱まっている。

このため、近年イノシシ・野猿及びシカにより

農作物の被害が深刻化している。

鳥獣害防止柵は集落内にある家庭菜園の

被害防止等にも役立つことから地域住民の

参加もなされてきたが、今後は自治会との連

携のもと、地域ぐるみの共同活動として発展

的に定着するよう活動を実施する。共同作業による電気柵の復旧作業

（福井県若狭町南前川地区）
ふくいけんわかさちょうみなみまえかわちく

か な が わ け ん お だ わ ら し は や か わ ち く



農地・水・環境
保全向上対策
平成１８年度は

農地・水・農村環境保全向上活動
支援実験事業により
モデル的に支援
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市町村

地域の夢
（目標）

地域の夢
（目標）

活動の実践

活動計画

自治会

ＪＡ

消防団
学校
ＰＴＡ

水土里ネット

地域住民

農業者

活動組織

活動計画づくりのための話し合い活動計画づくりのための話し合い

国や地方公共団体による支援国や地方公共団体による支援

市町村は活動組織と協定を結び市町村は活動組織と協定を結び
活動を見守る活動を見守る



農地・水・環境保全向上対策や
このパンフレットに関するお問い合わせ先は

関連情報はホームページでも詳しくご覧いただけます関連情報はホームページでも詳しくご覧いただけます

農林水産省農林水産省 農地農地･･水水･･環境保全向上対策について環境保全向上対策について
http://www.maff.go.jp/nouti_mizu/index.htmlhttp://www.maff.go.jp/nouti_mizu/index.html

農村地域の資源保全について農村地域の資源保全について
http://www.inakajin.or.jp/shigenhozen/index.htmlhttp://www.inakajin.or.jp/shigenhozen/index.html

・北海道開発局 農業振興課 （電話）011-700-6768

（FAX）011-709-2145

・東北農政局 事業計画課 （電話）022-222-1170

（FAX）022-715-8217

・関東農政局 事業計画課 （電話）048-601-0538

（FAX）048-740-0082

・北陸農政局 事業計画課 （電話）076-232-4534

（FAX）076-263-0256

・東海農政局 事業計画課 （電話）052-223-4632

（FAX）052-220-1681

・近畿農政局 事業計画課 （電話）075-414-9053

（FAX）075-451-3965

・中国四国農政局 事業計画課 （電話）086-224-9418

（FAX）086-227-6659

・九州農政局 事業計画課 （電話）096-359-7339

（FAX）096-359-7321

・沖縄総合事務局 土地改良課 （電話）098-866-0095

（FAX）098-864-2624
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農林水産省農村振興局
事業計画課
〒100-8950 東京都千代田区霞が関1-2-1


